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	“できない”を、
	“一緒にできる”へ。
	1　選ぶ
	2　訳す
	「誰が正しい？」ではなく、
	「子どもたちのために、
	どうすれば一緒にできる？」へ！
	今ある活動や関わり方を“子どもをまんなかに”
	見直すきっかけにも。

	やってみると
	見方が変わる
	反対意見だと思っていたことも、その人の立場から考えることで見え方がガラッと変わりました。
	地域学校協働活動
	「カベ」が見えたら対話のチャンス。
	約45分
	対話が深まる
	進行台本付き


